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Ⅰ 調 査 概 要 
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１．調査の目的 

   この調査は、市民のスポーツの実施状況や考え、要望などを把握し、今後のスポーツ振興

施策の参考資料とするために実施する。 

 

２．調査の項目 

   (1) 対象者属性 

   (2) この１年間の運動やスポーツの実施状況について 

   (3) スポーツ観戦について 

   (4) 運動、スポーツに関するボランティア活動について 

   (5) やってみたい運動やスポーツについて 

   (6) 今後の新潟市のスポーツ振興について 

 
３．調査の設計 

   (1) 調査地域：新潟市全域 

   (2) 調査対象：令和３年 10月 31 日現在の住民基本台帳に登録されている満 20 歳以上の 

市民 

   (3) 標 本 数 ：4,000 人 

   (4) 抽出方法：層化二段系統抽出法（電子計算機マスターファイルからの等間隔抽出） 

   (5) 調査方法：郵送法 

   (6) 調査期間：令和３年 11月 26 日～12 月 13 日 

（令和４年 1月 7 日到着分までを集計に含めた） 

 
４．集計・分析にあたって 

   (1) 図表中の「ｎ」とは回答者総数（または該当者質問での該当者数）のことで、100％

が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数である。 

   (2) 数値（％）は単位未満を四捨五入してあるので、総数と内訳の計が一致しないことも

ある。 

   (3) 本文及び図表中、意味をそこなわない範囲で簡略化した選択肢がある。 

また、本文中の前回調査とは、平成 26年度に実施した調査のことである。 
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５．回収結果 

   (1) 回収結果 

総回収数＝1,906 件（回収率＝47.7％）、 

有効回収数（全て白票回答等を除外した集計対象数）＝1,902 件（有効回収率＝47.6%）。 

区毎の回収結果は下表のとおりである。 

                 ※母集団は、令和３年 10月末現在 20 歳以上 

 

 

母集団 

（人） 

母集団 

構成比 

標本数 

（人） 

有 効 

回答数 

有 効 

回答率 

市 全 体 654,254 100.0% 4,000 1,902 47.7% 

北   区 60,817 9.3% 364 159 43.7% 

東   区 113,174 17.3% 702 331 47.2% 

中 央 区 147,320 22.5% 903 446 49.4% 

江 南 区 56,415 8.6% 352 167 47.4% 

秋 葉 区 63,361 9.7% 386 189 49.0% 

南   区 36,801 5.6% 220 92 41.8% 

西   区 129,226 19.8% 790 381 48.2% 

西 蒲 区 47,140 7.2% 283 132 46.6% 

区名無回答    5  
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６．回答者の特性 
 
◆性別 ◆年齢別 

     

 

◆職業別 ◆地区別 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男

44.7%
女

54.7%

その他

0.1%
無回答

0.5%

20～29歳

6.1%

30～39歳

11.7%

40～49歳

14.5%

50～59歳

17.4%

60～64歳

10.2%

65～74歳

23.2%

75歳以上

16.7%

無回答

0.3%

自営業

8.1%

会社員・

公務員

36.0%

パート

タイマー

14.2%

家事専業

19.2%

学生

1.8%

その他

19.6%

無回答

1.1%

北区

8.4%

東区

17.4%

中央区

23.4%

江南区

8.8%

秋葉区

9.9%

南区

4.8%

西区

20.0%

西蒲区

6.9%

無回答

0.3%
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１．この１年間の運動やスポーツの実施状況について 

（１）運動やスポーツの実施の有無 

 

 問５ この１年間にどのような運動やスポーツを行いましたか。（○は１つだけ） 

※運動やスポーツには、散歩やラジオ体操などの軽い体操、自転車での通勤も含みます。 

（学校の授業や職業として行ったものは除きます。） 

 

 

――――――― ７割以上が運動やスポーツを実施している ――――――― 

 
【全体結果】 

この１年間に運動やスポーツを行ったかどうかについては、７割以上の人が「行った」

（73.1％）と回答している。 

前回調査と比較すると、ほとんど差は見られない。 

 

 

 

 

73.1 

72.6 

25.4 

26.9 

1.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=1,902）

平成26年度

（n=1,938）

行った 行っていない 無回答
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 （２）実際に行った運動やスポーツ 
 

（問５で「２ 行った」と回答した方への該当質問） 

問５－補問 行ったスポーツに○をつけてください。（○はいくつでも） 

  
 

釣り

バドミントン

キャンプ・オートキャンプ

ウォーキング（散歩・ぶらぶら

歩き・一駅歩きなどを含む）

階段昇降（エレベーター・エスカ

レーターからの切り替え）

トレーニング（筋力トレーニング・ト

レッドミル（ランニングマシーン）・室

内運動器具を使ってする運動等）

自転車（ＢＭＸ含む）・

サイクリング

ランニング（ジョギング）・マラ

ソン・駅伝・トライアスロン

登山・トレッキング・トレイルラ

ンニング・ロッククライミング

ゴルフ（コースでのラウンド）

体操（ラジオ体操・職場体操・美

容体操等）

ゴルフ（練習場・シミュレーショ

ンゴルフ）

ダンス（フォークダンス・ジャズダン

ス・社交ダンス・民謡踊り・フラダンス

等）

エアロビクス・ヨガ・バレエ・

ピラティス

水泳（競泳・水球・飛び込み・アーティ

スティックスイミング（シンクロナイズ

ドスイミング）等）

スキー

72.7

29.0 

26.7

20.3 

16.2

11.6

9.2 

8.4 

8.3 

7.5 

7.3

4.6 

4.6

4.4 

3.7 

3.6

0% 50% 100%

サッカー

野球（硬式・軟式等）

スノーボード

テニス・ソフトテニス

アクアエクササイズ・

水中ウォーキング

ハイキング・ワンダーフォーゲ

ル・オリエンテーリング

卓球（ラージボール含む）

ボウリング

テコンドー・太極拳・合気道

レクリエーションスポーツ（ティーボー

ル・フライングディスク・インディア

カ・スポーツチャンバラ・ユニカール・

アルティメット・キンボール・シャフル

ボード・ペタンク・綱引き・ダーツ・ス

ポーツ吹き矢等）

ローラースケート・インラインス

ケート・一輪車・スケートボード

縄跳び

バレーボール・ビーチバレー・

ソフトバレーボール

キャッチボール

フットサル

バスケットボール（３×３含

む）・ポートボール

3.3

3.2

2.7

2.7

2.5

2.5

2.4

2.4 

2.2 

1.9 

1.6 

1.2 

1.2 

0.9 

0.8 

0.8 

0% 50% 100%
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                       (n=1,391) 

 

 

――――――― ７割以上が「ウォーキング」を行っている ――――――― 

ゲートボール

レスリング・相撲・

ボクシング

ウエイトリフティング

剣道・居合道・なぎなた・銃剣道

ソフトボール

グラウンドゴルフ・パークゴルフ・マ

レットゴルフ・スナッグゴルフ・ディス

クゴルフ・ターゲットバードゴルフ・パ

ターゴルフ等

空手・少林寺拳法

陸上競技

クロスカントリースキー・

スノーシュー

ボート・漕艇・カヌー・

カヤック・ラフティング

サーフィン・ボディボード・ボー

ドセーリング・ウインドサーフィ

ン

器械体操・新体操・

トランポリン

柔道

フリークライミング・

ボルダリング

ヨット・水上スキー・ウェイク

ボード・水上バイク・ジェットス

キー

アイススケート・アイス

ホッケー・カーリング

0.6 

0.5

0.4

0.4

0.4

0.4

0.3 

0.3 

0.3

0.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0% 50% 100%

その他

無回答

ハンドボール

ラグビー・アメリカンフット

ボール・タグラグビー

アーチェリー・弓道・射撃・ク

レー射撃

グラウンドホッケー・ラクロス

ドッジボール

パラスポーツ

（障がい者スポーツ）

スクーバダイビング・スキンダイビン

グ・フリーダイビング・シュノーケリン

グ

グライダー・ハンググライダー・

パラグライダー・スカイダイビン

グ

乗馬・馬術

チアリーディング・

バトントワリング

0.2 

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0% 50% 100%
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問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」と回答した 1,391 人に対する質問であ

る。 

 

【全体結果】 

この１年間に行った運動やスポーツをについては、「ウォーキング(散歩・ぶらぶら歩き・

一駅歩きなどを含む)」（72.7％）の割合が最も高くなっている。 

以下、「体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操等）」（29.0％）、「階段昇降（エレベータ

ー・エスカレーターからの切り替え）」（26.7％）、「トレーニング（筋力トレーニング・トレ

ッドミル（ランニングマシーン）・室内運動器具を使ってする運動等）」（20.3％）が続いて

いる。 

 

 
前回調査と今回調査では回答の選択肢が異なるため、表のみの掲載に留める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位
ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・
一駅歩きなどを含む）

２位 体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操等）

３位

階段昇降（エレベーター・エスカレーター
からの切り替え）<H26:その他、軽い運動や
スポーツとの比較>

４位
トレーニング（筋力トレーニング・トレッドミル（ランニ

ングマシーン）・室内運動器具を使ってする運動等）

５位 自転車（ＢＭＸ含む）・サイクリング

６位
ランニング（ジョギング）・マラソン・駅伝・

トライアスロン

７位
登山・トレッキング・トレイルランニング・
ロッククライミング

８位 ゴルフ（コースでのラウンド）

９位
エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス
<H26:その他、軽い運動やスポーツとの比較>

１０位 ゴルフ（練習場・シミュレーションゴルフ）

順 位 平　　成　　2　6　　年　　度 　　項　　　目 令　　和　　３　　年　　度 　　項　　　目
順位の

変動

ウォーキング（意識的に歩くようにしている
こと、散歩などを含む）

体操（ラジオ体操、職場体操、美容体操、
エアロビクス、縄跳びを含む）

サイクリング（自転車通勤や買物を含む）、
モーター（サイクル）スポーツ

軽い球技（キャッチボール、円陣パス、ピンポン、
ドッジボール、バドミントン、テニスなど）

室内運動器具を使ってする運動

ランニング（ジョギング）

軽い水泳

ゴルフ

その他、軽い運動やスポーツ

スキー、スノーボード
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（３）運動やスポーツを行った年間日数 

 

（問５で「２ 行った」と回答した方への該当質問） 

問６ その運動やスポーツを行った日数を全部合わせると、１年間に何日くらいになりますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

≪参考：前回調査≫ 

  

 

 

 

―――――――― ７割以上は『週に１日以上』行っている ――――――― 

 

問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」と回答した 1,391 人に対する質問であ

る。 

 

 

 

 

 

 

14.3 24.4 32.8 17.0 5.5 

3.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=1,391）

週に５日以上（年間２５１日以上） 週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）

週に１日～２日（年間５１日～１５０日） 月に１日～３日（年間１２日～５０日）

３ヶ月に１～２日（年間４日～１１日） 年に１～３日

無回答

31.9 33.1 20.3 7.0 

3.3 1.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度

（n=1,407）

週に３日以上（年間１５１日以上） 週に１日～２日（年間５１日～１５０日）

月に１日～３日（年１２日～５０日） ３ヶ月に１～２日（年間４日～１１日）

年に１～３日 わからない

無回答
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【全体結果】 

運動やスポーツを行った年間日数については、「週に１日～２日（年間５１日～１５０

日）」（32.8％）と回答した人が最も多く、これに「週に５日以上（年間２５１日以上）」

（14.3％）、「週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）」（24.4％）を合わせると 71.5％

となり、７割以上の人が運動やスポーツを『週に１日以上』行っている。 

前回調査と比較すると、「週に３日以上（年間１５１日以上）」（31.9％）と「週に１日～

２日（年間５１日～１５０日）」（33.1％）を合わせると 65.0％となり、『週に１日以上』行

っている割合は増加している。 
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 （４）運動やスポーツを行う理由 

 

（問５で「２ 行った」及び問６で「１ 週に５日以上（年間２５１日以上）」、「２ 週に３日～４日 

（年間１５１日～２５０日）」、「３ 週に１日～２日（年間５１日～１５０日）」と回答した方への 

該当質問） 

問７ あなたが運動やスポーツを行っているのはどのような理由からですか。 

（○はいくつでも） 

 
 

――――― 約８割が「健康・体力づくりのため」に行っている ――――― 

  

健康・体力づくりのため

運動不足を感じるから

楽しみ、気晴らしとして

友人・仲間との交流として

家族のふれあいとして

精神の修養や訓練のため

リハビリのため

その他

無回答

わからない
（Ｒ３選択肢なし）

美容や肥満・メタボリック
解消のため

自己の記録や能力を
向上させるため

79.0 

57.1 

50.1 

25.4 

21.3 

8.8 

7.2 

5.9 

5.6 

5.3 

-

0.2

63.0 

47.1 

52.6 

21.3 

25.5 

12.7 

4.3 

2.8 

5.5 

5.3 

0.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度（n=994）

平成26年度 (n=1,407)
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問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」及び問６で「週に５日以上（年間２５

１日以上）」、「週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）」、「週に１日～２日（年間５１日

～１５０日）」と回答した 994 人に対する質問である。 

 

【全体結果】 

運動やスポーツを行う理由については、「健康・体力づくりのため」（79.0％）が最も高く、

以下、「運動不足を感じるから」（57.1％）、「楽しみ、気晴らしとして」（50.1％）、「美容や

肥満・メタボリック解消のため」（25.4％）が続いている。 

前回調査と比較すると、「健康・体力づくりのため」と「運動不足を感じるから」は１割

以上増加し、「美容や肥満・メタボリック解消のため」の割合も増加している。 
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（５）運動やスポーツの 1回の平均実施時間 

 

（問５で「２ 行った」及び問６で「１ 週に５日以上（年間２５１日以上）」、「２ 週に３日～４日 

（年間１５１日～２５０日）」、「３ 週に１日～２日（年間５１日～１５０日）」と回答した方への 

該当質問） 

問８ 問６でお答えになった１回の運動やスポーツの実施時間は、平均するとどのくらいですか。 

（○は１つだけ） 

 

 

―――――― 平均実施時間は「３０分以上１時間未満」が最多 ――――― 

 

問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」及び問６で「週に５日以上（年間２５

１日以上）」、「週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）」、「週に１日～２日（年間５１日

～１５０日）」と回答した 994 人に対する質問である。 

 

【全体結果】 

運動やスポーツの１回の平均実施時間については、「３０分以上１時間未満」（37.0％）の

割合が最も高く、以下、「１時間以上２時間未満」（29.6％）、「３０分未満」（20.8％）、「２

時間以上」（10.4％）の順となっている。 

前回調査と比較すると、ほとんど差は見られない。 

 

 

 

10.4 

11.7 

29.6 

29.6 

37.0 

34.3 

20.8

22.0 

2.2

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=994）

平成26年度

（n=1,407）

２時間以上 １時間以上２時間未満

３０分以上１時間未満 ３０分未満

無回答
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（６）運動やスポーツの実施状況に対する満足度 

 

（問５で「２ 行った」及び問６で「１ 週に５日以上（年間２５１日以上）」、「２ 週に３日～４日 

（年間１５１日～２５０日）」、「３ 週に１日～２日（年間５１日～１５０日）」と回答した方への 

該当質問） 

問９ あなたは、現在の運動・スポーツの実施頻度に満足していますか。 

（○は１つだけ） 

 
 

―――――― 実施状況に「もっとやりたいと思う」が最多 ――――――― 

 

問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」及び問６で「週に５日以上（年間２５

１日以上）」、「週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）」、「週に１日～２日（年間５１日

～１５０日）」と回答した 994 人に対する質問である。 

 

【全体結果】 

現在の運動・スポーツの実施頻度に満足しているかと聞いたところ、「もっとやりたいと

思う」が 46.4％で最も高く、「満足している」（35.0％）を上回っている。 

 

35.0 46.4 18.3 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=994）

満足している もっとやりたいと思う

どちらともいえない 無回答
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（７）運動やスポーツを行った場所 

 

（問５で「２ 行った」及び問６で「１ 週に５日以上（年間２５１日以上）」、「２ 週に３日～４日 

（年間１５１日～２５０日）」、「３ 週に１日～２日（年間５１日～１５０日）」と回答した方への 

該当質問） 

問１０ 問５でお答えになった運動やスポーツは、主にどのような場所で行いましたか。 

（○はいくつでも） 

 

 

運動やスポーツの実施場所は「一般道、サイクリングロードなど」が約５割 

 

問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」及び問６で「週に５日以上（年間２５

１日以上）」、「週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）」、「週に１日～２日（年間５１日

～１５０日）」と回答した 994 人に対する質問である。 

 

【全体結果】 

運動やスポーツを行った場所については、「一般道、サイクリングロード、トリムコース、

公園、広場、あき地」（49.5％）の割合が最も高く、以下、「自宅又は自宅敷地内」（40.7％）、

「公共施設」（25.1％）、「民間施設（フィットネスクラブ・ジム・レジャープール・ゴルフ

場等）」（22.4％）、「海、山、河川周辺」（17.1％）が続いている。 

前回調査と比較すると、「自宅又は自宅敷地」の割合が増加して「公共施設」の割合が減

少し、順位が逆転している。 

公共施設

海、山、河川周辺

学校施設

その他

無回答

一般道、サイクリングロード、
トリムコース、公園、広場、

あき地

民間施設（フィットネスクラ
ブ・ジム・レジャープール・ゴ

ルフ場等）（H26:民間施設）

自宅又は自宅敷地内
(H26:自宅)

49.5 

40.7 

25.1 

22.4 

17.1 

5.1 

7.0 

1.0 

49.6 

23.4 

31.8 

22.7 

19.0 

5.4 

5.3 

2.3 

0% 20% 40% 60%

令和３年度（n=994）

平成26年度 (n=1,407)
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（８）運動やスポーツを行った相手 

 

（問５で「２ 行った」及び問６で「１ 週に５日以上（年間２５１日以上）」、「２ 週に３日～４日 

（年間１５１日～２５０日）」、「３ 週に１日～２日（年間５１日～１５０日）」と回答した方への 

該当質問） 

問１１ 問５でお答えになった運動やスポーツは、主にどなたと行いましたか。 

（○はいくつでも） 

 

 

――――――――― 約８割が「自分１人」で行っている ―――――――― 

 

  

自分１人

家族

友人や知人

仕事関係の人

民間スポーツ施設の人

近所の人

学校のクラブや同好会

職場のクラブや同好会

その他

無回答

地域のクラブの人（競技団体・
スポーツ振興会・クラブ・
同好会）

県内のクラブの人
（競技団体・クラブ・同好会）

64.2 

30.3 

30.0 

10.5 

9.7 

3.9 

4.8 

2.1 

1.6 

2.3 

2.6 

1.8 

80.9 

26.1 

23.6 

9.1 

6.2 

4.9 

3.0 

1.9 

1.0 

0.9 

1.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度（n=994）

平成26年度 (n=1,407)
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問５で、この１年間に運動やスポーツを「行った」及び問６で「週に５日以上（年間２５

１日以上）」、「週に３日～４日（年間１５１日～２５０日）」、「週に１日～２日（年間５１日

～１５０日）」と回答した 994 人に対する質問である。 

 

【全体結果】 

運動やスポーツを行った相手については、「自分１人」（80.9％）と回答した人が最も多く、

以下「家族」（26.1％）、「友人や知人」（23.6％）が続いている。 

前回調査と比較すると、「家族」、「友人や知人」の割合が減少し、「自分１人」の割合が増

加している。 
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（９）運動やスポーツを行っていない、または行った日数が少ない理由 
 

（問５で「１ 行っていない」及び問６で「４ 月に１日～３日（年間１２日～５０日）」、 

「５ ３ヶ月に１～２日（年間４日～１１日）」、「６ 年に１～３日」と回答した方への該当質問） 

問１２ 運動やスポーツを行っていない、または行った日数が少ない理由は何ですか。 

（○はいくつでも）≪H26：運動やスポーツをまったくしなかった理由は何ですか。≫ 

 

 

――― 約４割が運動を行っていない理由は「仕事や家事が忙しいから」―― 

年をとったから

仲間がいないから

場所や施設がないから

指導者がいないから

その他

特に理由はない

無回答

面倒くさいから

＜H26:特に理由はない
（面倒だから）＞

お金に余裕がないから

（H26:お金がかかるから）

運動やスポーツが嫌いだから

（H26:運動やスポーツは好きで
ないから）

生活や仕事で体を動かしている
から(H26選択肢なし)

新型コロナウイルス感染症対策
による日常生活の変化

(H26選択肢なし)

運動やスポーツ以上に大切なこ

とがあるから(H26選択肢なし)

仕事や家事が忙しいから

＜H26:仕事（家事・育児含む）
が忙しくて時間がないから＞

病気やけがをしているから

(H26選択肢なし)

子どもに手がかかるから
(H26選択肢なし)

42.0 

23.2 

20.9 

15.4 

15.0 

13.9 

12.3 

9.8 

9.1 

7.4 

7.0 

5.1 

0.8 

3.7 

4.8 

10.6 

40.0 

23.4 

23.8 

-

-

15.5 

-

10.2 

-

6.9 

9.4 

-

2.5 

13.2 

-

5.0 

0% 20% 40% 60%

令和３年度（n=908）

平成26年度 (n=522)
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問５で、この１年間に運動やスポーツを「行っていない」及び問６で「月に１日～３日（年

間１２日～５０日）」、「３ヶ月に１～２日（年間４日～１１日）」、「年に１～３日」と回答し

た 908 人に対する質問である。 

 

【全体結果】 

運動やスポーツを行っていない、または行った日数が少ない理由については、「仕事や家

事が忙しいから」（42.0％）を回答した人が最も多く、以下、「面倒くさいから」（23.2％）、 

「年をとったから」（20.9％）が続いている。 

前回調査と比較すると、ほとんど差は見られない。 
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２．スポーツ観戦について 

（１）この１年間のスポーツ観戦の有無 

 

 問１３ あなたは、この１年間にどんなスポーツを観戦しましたか。（○は１つだけ） 

 

 

 

――――――――――― ８割以上がスポーツを観戦した ―――――――― 

 
【全体結果】 

この１年間にスポーツを観戦したかどうかについては、８割以上の人が「観戦した」

（81.6％）と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.6 15.0 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=1,902）

観戦した 観戦していない 無回答
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（２）この１年間に観戦したスポーツ種目 

 

（問１３で「２ 観戦した」と回答した方への該当質問） 

問１３－補問 観戦したスポーツに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 ※直接現地での観戦のほか、テレビやインターネットでの観戦のそれぞれにお答えください。 

     ※東京オリンピック・パラリンピックで見た種目は、東京 2020 オリンピック・パラリンピック

欄に回答して下さい。 

 

 

 

約９割がテレビやインターネットで「東京 2020 オリンピック・パラリンピック」を観戦した  

 

 

卓球（Ｔリーグ含む）

バドミントン

高校野球 ゴルフ

その他野球、ソフトボール 体操・新体操

サッカー日本代表

Ｊリーグ（Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３） マラソン、駅伝

ＷＥリーグ（女子プロサッカー） 陸上競技

海外サッカー 武道（剣道・柔道・空手）、ボクシング、レスリング

その他サッカー ダンス（Ｄリーグ含む）

フットサル

アメリカンフットボール（ＮＦＬ等含む）

バレーボール（Ｖリーグ、日本代表含む）

バスケットボール（Ｂリーグ、ＮＢＡ含む）

大相撲 その他

テニス

東京2020オリンピック・パラリンピック

プロ野球（ＮＰＢ、メジャーリーグ含む）

パラスポーツ（障がい者スポーツ）

車いすバスケットボール、車いすテニス等

ラグビー（トップリーグ、大学・高校ラグビー、

海外ラグビー含む）

水泳（競泳、水球、飛び込み、アーティスティッ

クスイミング（シンクロナイズドスイミング）等）

自転車競技（競輪を除く）、スケートボード、

インラインスケート等

ヨット、ボート、カヌー、サーフィン等

マリンスポーツ（競艇を除く）

スキー（アルペン、フリースタイル、ジャンプ、

クロスカントリー他）、スノーボード

フィギュアスケート、スピードスケート、

アイスホッケー

2.0 

11.4 

14.1 

8.7 

5.4 

39.6 

2.7 

0.0 

5.4 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

8.1 

2.0 

0.0 

89.5 

46.4 

43.1 

15.3 

42.7 

27.7 

5.6 

5.6 

3.6 

1.6 

16.5 

2.8 

19.2 

14.8 

41.8 

20.6 

0% 50% 100%

1.3 

0.7 

1.3 

0.7 

1.3 

3.4 

0.7 

5.4 

2.7 

0.0 

0.0 

0.7 

1.3 

2.0 

3.4 

25.0 

15.6 

26.1 

22.1 

21.5 

45.7 

20.6 

15.6 

3.8 

6.3 

2.5 

12.1 

39.1 

14.3 

2.0 

0% 50% 100%

直接現地で

（n=149）

テレビ・インターネットで

（n=1540）
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問１３で、この１年間にスポーツを「観戦した」と回答した 1,552 人に対する質問であ

る。 

 

【全体結果】 

この１年間に、[直接現地で]観戦したスポーツ種目を聞いたところ、「Ｊリーグ（Ｊ１、

Ｊ２、Ｊ３）」の割合が 39.6％と最も高く、以下、「高校野球」（14.1％）、「プロ野球（ＮＰ

Ｂ、メジャーリーグ含む）」（11.4％）が続いている。 

 [テレビやインターネットで]観戦したスポーツ種目は「東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック」（89.5％）が最も高く、以下、「プロ野球（ＮＰＢ、メジャーリーグ含む）」（46.4％）、

「マラソン、駅伝」（45.7％）、「高校野球」（43.1％）、「サッカー日本代表」（42.7％）、「大

相撲」（41.8％）が続いている。 
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（３）スポーツ観戦した理由 

 

（問１３で「２ 観戦した」と回答した方への該当質問） 

問１４ あなたがスポーツを観戦したのはどのような理由からですか。  

（○はいくつでも） 

 
 

―約７割がスポーツを観戦した理由は「そのスポーツが好きだから」と回答― 

 

 

 

 

応援している選手がいるから        

なんとなく・たまたま

応援しているチームがあるから       

暇つぶしのため　　　　　　　　　　

以前そのスポーツを実施していたから

そのスポーツを実施しているから　　　

ストレス発散のため

友人や家族に誘われたから

家族・友人が出場していたから

チケットがあったから

その他

無回答

そのスポーツが好きだから 71.8 

25.6 

24.3

23.3 

17.3 

16.8 

13.7 

6.3 

4.9 

2.3 

1.0 

1.9

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

令和３年度（n=1,552）
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問１３で、この１年間にスポーツを「観戦した」と回答した 1,552 人に対する質問であ

る。 

 

【全体結果】 

スポーツ観戦した理由を聞いたところ、「そのスポーツが好きだから」の割合が 71.8％

で最も高く、以下、「応援している選手がいるから」（25.6％）、「なんとなく・たまたま」

（24.3％）、「応援しているチームがあるから」（23.3％）が続いている。 
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３．運動、スポーツに関するボランティア活動について 

（１）この１年間のスポーツに関するボランティア活動への参加有無 

 

 問１５ この１年間に、スポーツの指導やスポーツ大会の運営、自身やお子様が所属するスポーツ 

クラブの手伝い（練習や大会での参加者の送迎、参加者の飲料や弁当の準備等）など運動・ 

スポーツに関するボランティア活動を行いましたか。 

（○は１つだけ） 

 

 

―――――――― 「ボランティアを行った」が１割未満 ―――――――― 

 
【全体結果】 

この１年間のスポーツに関するボランティア活動を行ったかを聞いたところ、「ボランテ

ィア活動を「行った」とする割合は 6.7％、「行っていない」の割合は 89.2％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.7 89.2 4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=1,902）

行った 行っていない 無回答
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（２）行ったボランティア活動について 

 

（問１５で「２ 行った」と回答した方への該当質問） 

問１５－補問 行ったボランティア活動に○をつけて下さい。（○は１つだけ） 

 

 

― 「日常的・定期的に行った」、「イベント・大会で不定期に行った」が半々 

― 

 
問１５で、この１年間のスポーツに関するボランティア活動を「行った」と回答した 128 人

に対する質問である。 
 
【全体結果】 

この１年間のスポーツに関する行ったボランティア活動を聞いたところ、「日常的・定期

的に行った」の割合が 44.5％、「イベント・大会で不定期に行った」の割合が 46.9％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.5 46.9 8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=128）

日常的・定期的に行った

イベント・大会で不定期に行った

無回答
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（３）この１年間のスポーツに関するボランティア活動の内容 

 

（問１５で「２ 行った」と回答した方への該当質問） 

問１６ そのボランティア活動は具体的にどういう内容ですか。（○はいくつでも） 

 

「自身やお子様が所属するスポーツ団体やクラブでの補助的な活動」が約６割 

 
問１５で、この１年間のスポーツに関するボランティア活動を「行った」と回答した 128 人

に対する質問である。 
 
【全体結果】 

この１年間に行ったスポーツに関するボランティア活動の内容を聞いたところ、「自身や

お子様が所属するスポーツ団体やクラブでの補助的な活動」の割合が 60.9％で最も高く、

以下、「大会・イベントの運営や世話」（28.1％）、「スポーツクラブ・団体の運営や世話」

（22.7％）、「運動・スポーツの指導」（20.3％）と続いている。 

 

 

 

 

 

 

。 

大会・イベントの運営や世話

運動・スポーツの指導

スポーツの審判

スポーツ施設の管理の手伝い

その他

無回答

自身やお子様が所属するスポーツ
団体やクラブでの補助的な活動

スポーツクラブ・団体の
運営や世話

60.9 

28.1 

22.7

20.3 

16.4 

3.1 

4.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

令和３年度（n=128）
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（４）スポーツに関するボランティア活動を行うきっかけや動機づけ 

 

問１７ どんなきっかけや動機づけ（モチベーション）があれば、スポーツに関するボランティア活動

を行ったり続けたりすると思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

――――――― 「好きなスポーツの普及・支援」が２割強 ――――――― 

 
【全体結果】 

 どのようなきっかけや動機づけがあればスポーツに関するボランティア活動を行う（ま

たは続ける）かを聞いたところ、「好きなスポーツの普及・支援」の割合が 22.9％で最も高

く、以下、「その大会・クラブ等への家族・友人の参加」（19.9％）、「出会い・交流の場」

（17.6％）、「地域での居場所、役割、生きがい」（17.1％）が続いている。 

  一方、「どうなきっかけや動機づけがあっても、しない・できない」の割合が 24.3％とな

っている。 

 

 好きなスポーツの普及・支援        

出会い・交流の場                  

指導・大会運営スキルの取得・活用　  　　　　　　　　　　　　　　　

特に動機づけは必要ない

その他　　  

どんなきっかけや動機づけがあっ
ても、しない・できない

顕彰や表彰                               

無回答

その大会・クラブ等への
家族・友人の参加

実費程度の報酬

社会貢献                     　　　

地域での居場所、役割、
生きがい

22.9 

19.9 

17.6

17.1 

11.3 

7.6 

2.4 

0.8 

6.4 

2.3 

24.3 

14.4 

0% 20% 40%

令和３年度（n=1,902）
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４．やってみたい運動やスポーツについて 

（１）今後行ってみたい運動やスポーツの有無 

 

問１８ 現在行っているものも含め、これから行ってみたいと思う運動やスポーツはありますか。 

（○は１つだけ） 

 
 

――― ７割強の人が行ってみたい運動やスポーツが「ある」と回答 ――― 

 
【全体結果】 

今後、行ってみたい運動やスポーツがあるかについては、７割強の人が「ある」と回答し

ている。 

前回調査と比較すると、ほとんど差は見られない。 

 

77.1 

72.3 

18.3 

23.3 

4.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=1,902）

平成26年度

（n=1,938）

ある 行いたいものはない 無回答
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（２）今後行ってみたい運動やスポーツ 

 

（問１８で「２ ある」と回答した方への該当質問） 

問１８－補問 行いたいスポーツに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 
 

キャンプ・オートキャンプ

ゴルフ（コースでのラウンド）

スキー

水泳（競泳・水球・飛び込み・アーティ

スティックスイミング（シンクロナイズ

ドスイミング）等）

ダンス（フォークダンス・ジャズダン

ス・社交ダンス・民謡踊り・フラダンス

等）

卓球（ラージボール含む）

ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩

き・一駅歩きなどを含む）

トレーニング（筋力トレーニング・ト

レッドミル（ランニングマシーン）・室

内運動器具を使ってする運動等）

体操（ラジオ体操・職場体操・

美容体操等）

階段昇降（エレベーター・エスカ

レーターからの切り替え）

登山・トレッキング・トレイルラ

ンニング・ロッククライミング

エアロビクス・ヨガ・バレエ・

ピラティス

ランニング（ジョギング）・マラ

ソン・駅伝・トライアスロン

自転車（ＢＭＸ含む）・

サイクリング

釣り

ボウリング

62.8 

28.9 

21.8 

19.8 

18.7 

18.6 

17.1 

15.4 

14.3 

13.4 

13.1 

12.0 

11.6 

11.3 

10.5 

10.4 

0% 50% 100%

バドミントン

レクリエーションスポーツ（ティーボー

ル・フライングディスク・インディア

カ・スポーツチャンバラ・ユニカール・

アルティメット・キンボール・シャフル

ボード・ペタンク・綱引き・ダーツ・ス

ポーツ吹き矢等）

バレーボール・ビーチバレー・

ソフトバレーボール

フットサル

バスケットボール（３×３含む）・

ポートボール

乗馬・馬術

キャッチボール

サッカー

アクアエクササイズ・

水中ウォーキング

スノーボード

縄跳び

アーチェリー・弓道・射撃・

クレー射撃

野球（硬式・軟式等）

ハイキング・ワンダーフォーゲ

ル・オリエンテーリング

ゴルフ（練習場・シミュレーショ

ンゴルフ）

テニス・ソフトテニス

10.0 

10.0 

8.6 

8.1 

7.2 

7.0 

5.0 

4.9 

4.7 

4.7 

4.5 

3.8 

3.5 

3.4 

3.3 

3.3 

0% 50% 100%
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                     （n=1,466） 

 

 

――――― ６割強が「ウォーキング」を行ってみたいと回答 ――――― 

グラウンドゴルフ・パークゴルフ・マ

レットゴルフ・スナッグゴルフ・ディス

クゴルフ・ターゲットバードゴルフ・パ

ターゴルフ等

スクーバダイビング・スキンダイビン

グ・フリーダイビング・シュノーケリン

グ

ボート・漕艇・カヌー・カヤッ

ク・ラフティング

フリークライミング・

ボルダリング

ソフトボール

パラスポーツ

（障がい者スポーツ）

ドッジボール

レスリング・相撲・ボクシング

器械体操・新体操・トランポリン

サーフィン・ボディボード・ボー

ドセーリング・ウインドサーフィ

ン

グライダー・ハンググライダー・

パラグライダー・スカイダイビン

グ

剣道・居合道・なぎなた・銃剣道

テコンドー・太極拳・合気道

ヨット・水上スキー・ウェイク

ボード・水上バイク・ジェットス

キー

アイススケート・アイスホッ

ケー・カーリング

ローラースケート・インラインス

ケート・一輪車・スケートボード

3.3 

2.9 

2.6 

2.2 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

1.9 

1.7 

1.7 

1.6 

1.6 

1.5 

1.5 

1.4 

0% 50% 100%

ハンドボール

グラウンドホッケー・ラクロス

その他

無回答

チアリーディング・

バトントワリング

陸上競技

ウエイトリフティング

クロスカントリースキー・

スノーシュー

柔道

ラグビー・アメリカンフットボー

ル・タグラグビー

空手・少林寺拳法

ゲートボール 1.4 

1.4 

1.2 

1.2 

1.0 

0.8 

0.5 

0.3 

0.3 

0.1 

0.8 

0.0 

0% 50% 100%
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問１８で、今後行いたい運動やスポーツが「ある」と回答した 1,466 人に対する質問であ

る。 

 

【全体結果】 

今後、行ってみたい運動やスポーツについては、「ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・

一駅歩きなどを含む）」（62.8％）の割合が最も高くなっている。 

以下、「トレーニング（筋力トレーニング・トレッドミル（ランニングマシーン）・室内運

動器具を使ってする運動等）」（28.9％）、「体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操等）」

（21.8％）、「階段昇降（エレベーター・エスカレーターからの切り替え）」（19.8％）、「登山・

トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング」（18.7％）が続いている。 

 

前回調査と今回調査では回答の選択肢が異なるため、表のみの掲載に留める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位
ウォーキング（散歩・ぶらぶら歩き・一駅歩
きなどを含む）

２位
トレーニング（筋力トレーニング・トレッドミル
（ランニングマシーン）・室内運動器具を使って

する運動等）

３位 体操（ラジオ体操・職場体操・美容体操等）

４位

階段昇降（エレベーター・エスカレーター
からの切り替え）<H26:その他、軽い運動や
スポーツとの比較>

５位
登山・トレッキング・トレイルランニング・
ロッククライミング

６位
エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス
<H26:その他、軽い運動やスポーツとの比較>

７位
ランニング（ジョギング）・マラソン・駅
伝・トライアスロン

８位 自転車（ＢＭＸ含む）・サイクリング

９位 釣り

１０位 ボウリング

順 位 平　　成　　2　6　　年　　度 　　項　　　目 令　　和　　３　　年　　度 　　項　　　目
順位の

変動

ウォーキング（意識的に歩くようにしている
こと、散歩などを含む）

軽い水泳

体操（ラジオ体操、職場体操、美容体操、エ
アロビクス、縄跳びを含む）

軽い球技（キャッチボール、円陣パス、ピンポン、
ドッジボール、バドミントン、テニスなど）

室内運動器具を使ってする運動

サイクリング（自転車通勤や買物を含む）、
モーター（サイクル）スポーツ

スキー、スノーボード

ランニング（ジョギング）

登山（クライミング）

釣り
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５．今後の新潟市のスポーツ振興について 

（１）スポーツ振興に関する基本計画「スポ柳都にいがた」プランについて 

 

問１９ 「スポーツに満ちた明るく豊かな新潟市の実現」を基本理念に策定した本市のスポーツ振興 

に関する基本計画「スポ柳都にいがた」プランをご存知ですか。 

 
 

―――――― 「スポ柳都にいがた」プランの認知度は１割未満 ――――― 

 

【全体結果】 

本市のスポーツ振興に関する基本計画「スポ柳都にいがた」プランについて、その認知度

を問うてみた。９割強の人が「いいえ」（93.1％）と回答しており、「はい」はわずか（2.8％）

に留まっている。 

前回調査と比較すると、ほとんど差は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 

1.6 

93.1 

92.5 

4.2 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度

（n=1,902）

平成26年度

（n=1,938）

はい いいえ 無回答
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（２）現在の頻度以上に運動やスポーツの実施に必要なこと 

 

問２０ 現在の頻度以上に運動やスポーツを行うようになるには、どのような点が変われば、 

行うと思いますか。（○はいくつでも） 

 ≪H26: この一年間に運動やスポーツを「行った」と回答した人に対する質問である。 

また、現在の頻度以上の運動やスポーツが必要であるかについて「はい」と回答した 804 人 

に対する質問である。≫ 

 

 

― 約４割が「近所など通いやすい場所でできれば」現在の頻度以上に実施 ― 

体力や健康に不安がなく
なれば

一緒に行う仲間がいれば

１人で気軽に出来れば

近所など通いやすい場所で
できれば

利用料金や参加料金が安く
なれば

勤務時間が減れば（仕事の

忙しさなどが軽減されれば）

気軽に参加できるイベント
があれば

生活費にゆとりがあれば

情報が入手しやすくなれば

育児や家事が軽減されれば

施設の予約方法が簡単に
なれば

早朝や夜間に施設が利用
できれば

教えてくれる人がいれば

保育環境が整えば

その他

行うことはない
(H26選択肢なし)

無回答

休暇が増えれば

38.8 

29.4 

29.3 

26.8 

26.0 

25.2 

22.6 

21.2 

20.1 

14.5 

14.2 

14.0 

9.3 

8.3 

2.9 

4.4

5.7

5.7

35.8 

24.1 

33.5 

35.6 

26.1 

30.1 

20.5 

25.7 

14.6 

9.3 

10.7 

15.3 

5.0 

8.2 

2.6 

4.2 

-

0.0 

0% 20% 40% 60%

令和３年度（n=1,902）

平成26年度 (n=804)
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【全体結果】 

現在の頻度以上に運動やスポーツを行うために必要なことについては、「近所など通いや

すい場所でできれば」（38.8％）の割合が最も高く、以下、「１人で気軽に出来れば」（29.4％）、

「休暇が増えれば」（29.3％）が続いている。 

前回調査と比較すると、「１人で気軽に出来れば」、「体力や健康に不安がなくなれば」の

割合が増加し、「利用料金や参加料金が安くなれば」、「勤務時間が減れば（仕事の忙しさな

どが軽減されれば）」の割合が減少している。 
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（３）働き盛り・子育て世代への運動やスポーツの機会づくり 

 

問２１ 仕事や家事に忙しい働き盛り・子育て世代に運動やスポーツを親しんでもらうため、 

どのような取り組みが有効だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

―  約４割が「親子で取り組めるイベントを開催する」が有効だと思う ― 

 

【全体結果】 

働き盛り・子育て世代への運動やスポーツの機会づくりについては、「親子で取り組める

イベントを開催する」（42.1％）の割合が最も高く、以下、「大人になってからの運動習慣が

定着するよう、幼児期から運動遊びが好きになる取り組みを行う」、「商業施設などに買い物

に来たついでなど、気軽に運動やスポーツに触れることができる機会を創出する」（同率

31.1％）が続いている。 

 

 

 

 

大人になってからの運動習慣が定着す

るよう、幼児期から運動遊びが好きに

なる取り組みを行う

親子で取り組めるイベント
を開催する

商業施設などに買い物に来たついでな

ど、気軽に運動やスポーツに触れるこ

とができる機会を創出する

運動に徒歩を取り入れるなど日常生活

に運動を取り入れるよう普及啓発活動

を実施する

医療機関と連携した運動指
導の機会を創出する

運動またはスポーツの健康
に対する効果を周知する

アプリを活用した運動の実施状況を定

期的に測定できる仕組みを構築する

その他

特にない

無回答

42.1 

31.1 

31.1 

23.6 

19.4 

18.9 

14.0 

4.5 

9.6 

8.4 

0% 20% 40% 60%

令和３年度（n=1,902）
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（４）スポーツの普及・振興のために力を入れてほしいこと 

 

問２２ スポーツの普及・振興のため、今後、新潟市にどのようなことに力を入れてもらいたいと 

思いますか。（右枠内に番号をご記入下さい。５つまで） 

 

 

――― 力を入れてほしいことは「スポーツ施設の整備」が最も高い ――― 

わからない
（R３選択肢なし）

特にない

無回答

障がい者のスポーツ振興

(H26:障害者のスポーツ振興)

スポーツボランティアの
育成・支援

競技力の向上・世界レベル
の選手を育成

スポーツを通じた国際交流

その他

冬期間のスポーツ環境の
充実

スポーツ情報発信の充実
(H26:スポーツ情報ネットワーク
の充実)

スポーツ指導者の養成

学校体育スポーツの充実

大規模スポーツイベントの
開催

地域のスポーツクラブや
サークルの育成・支援

ジュニアスポーツクラブの
育成・支援(H26:少年少女
スポーツクラブの育成・支援)

運動を支える医療との連携

(H26:スポーツ医科学支援体制の
充実)

地元プロスポーツチームへ
の支援

スポーツ振興会の育成・
支援

スポーツ施設の整備

各種スポーツ行事・大会・
教室の開催

43.8 

36.9 

28.7 

28.4 

24.5 

23.7 

20.6 

19.0 

17.7 

16.1 

15.6 
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【全体結果】 

スポーツの普及・振興のために力を入れてほしいことについては、「スポーツ施設の整備」

（43.8％）の割合が最も高く、以下、「各種スポーツ行事・大会・教室の開催」（36.9％）、

「冬期間のスポーツ環境の充実」（28.7％）、「地域のスポーツクラブやサークルの育成・支

援」（28.4％）、「ジュニアスポーツクラブの育成・支援」（24.5％）、「運動を支える医療との

連携」（23.7％）、「スポーツ情報発信の充実」（20.6％）が続いている。 

前回調査と比較すると、「運動を支える医療との連携」、「スポーツ情報発信の充実」の割

合が１割以上増加し、「スポーツ施設の整備」、「各種スポーツ行事・大会・教室の開催」、「冬

期間のスポーツ環境の充実」、「大規模スポーツイベントの開催」の割合も増加している。 
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（５）スポーツ振興に関する取組で期待すること 

 

問２３では、新潟市のスポーツ振興に関する取り組みについて期待することや、ご意見・

ご要望の回答が 419 件よせられた。 
 スポーツ振興に関する情報配信強化の要望や、運動施設の整備や交通機関の充実、プロス

ポーツ選手との交流イベントの開催を望む声や、高齢者の健康維持スポーツへの支援を望

む声等、多種多様な意見がよせられた。 
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